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1. まえがき

通信障害が発生している際，SNS では通信品質に関す

る不満がつぶやかれている．そこで，障害発生時のツイート

から QoE (Quality of Experience)の推定を試みる．本稿で

は，通信品質に関するアンケートを実施し，QoE とつぶやき

の組合せを求める．その結果を用いて QoE 推定のための

辞書を作成し，実際のツイートを用いて評価する．

2. 障害発生時のつぶやき分析

2021 年 10 月 14 日から翌 15 日にかけて発生した携帯電

話の通信障害を対象に，その期間に Twitter 上でつぶやか

れたツイートを分析した．すなわち，障害発生直後のツイー

トを集め，この文章列に対し形態素解析を用いて名詞，形

容詞，副詞，動詞に分類して，その出現回数を比較した．

その結果，「障害」，「通信」の出現頻度が高いことが示され

た．よって，通信障害時には通信品質に関する単語がつぶ

やかれているといえる．

3. QoE 辞書

通信品質が悪いと感じたユーザはどのような言葉を発す

るのかを調べるためにアンケート調査を行った．アンケート

では，通信品質が悪い状況を提示し，その際の通信品質

の満足度を QoE として ACR 法により測定する．また，提示

した品質に対して，「Twitter につぶやくとしたらどのような文

章にするか」を問い，自由記述により文章として収集する．

この結果を元に QoE と文章のセットを作成する． 

本アンケートは 2021 年 11 月 25 日にインターネットにより

実施し，有効回答数は 94 であった． 

QoE 辞書の作成手順を図 1 に示す． 

図 1 QoE 辞書の作成手順 

文章データを単語に分解し，それぞれの単語に QoE を

割り付ける．この単語のリストを QoE 辞書とする．辞書に登

録されていない単語については，PN Table を参照する[1]．

PN Table は，日本語の単語とその感情極性の対応表であり，

その語が一般的に良い印象をもつか，悪い印象をもつかに

よって，+1 から-1 の値をもっている．なお，QoE は 0 から 5

の範囲で与えられるため，この範囲に合わせて数値を修正

する．

4. QoE 推定

QoE の推定には，まずツイートを形態素解析し，単語に

分解する．その単語が QoE 辞書にあれば，対応する QoE

を割り付ける．QoE 辞書に登録がない単語が現れた場合は，

PN Table を参照し，QoE に変換して値を与える．1 ツイート

に含まれる全ての単語についてこの作業を繰り返す．1 ツイ

ートに含まれる全ての単語の QoE が求められた後，この平

均を計算し推定QoEとする．障害時のツイートから推定した

推定 QoE の結果を図 2 に示す． 

障害時ツイートの推定 QoE は最小 1.79，最大 2.06 であ

る．比較として，障害が発生していないときツイートを用いて

推定すると，推定 QoE は最小 2.04，最大 2.31 である．よっ

て，障害時ツイートの推定結果の QoE は，障害が発生して

いないときと比べて低い範囲になることが確かめられる．

図2 障害時ツイートの1時間ごとの推定QoE-MOSとツイート件数 

5. むすび

本稿では，単語の出現頻度と辞書を用いて SNS 上のつ

ぶやきから QoE 推定を行った．今後の課題としては，QoE

辞書の精度の向上などが挙げられる．
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